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文教警察委員会 保健福祉委員会

防災環境商工委員会土木企業委員会

農林水産委員会 総務企画委員会

問　

関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
災

害
を
受
け
て
、
県
が
管
理
す
る
河

川
な
ど
を
十
分
に
維
持
管
理
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
来
年
度
の
予

算
編
成
に
向
け
て
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。

答　

基
本
は
国
の
地
方
財
政
計
画

の
動
向
を
踏
ま
え
て
の
対
応
と
な

る
が
、
今
回
の
災
害
を
受
け
、
来

年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
県
単

独
公
共
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

問　

県
政
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

二
〇
一
九
年
に
本
県
で
開
催
さ
れ

る
国
民
体
育
大
会
に
つ
い
て
、
認

知
状
況
は
約
三
割
で
あ
る
。
今
後
、

国
体
の
認
知
度
向
上
に
向
け
て
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

全
市
町
村
で
の
Ｐ
Ｒ
や
国
体

ダ
ン
ス
の
普
及
な
ど
に
よ
る
宣
伝

活
動
の
ほ
か
、
県
内
の
イ
ベ
ン
ト

に
国
体
開
催
記
念
の
冠
を
付
け
て

も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
空
港
・
周
辺
地

域
活
性
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
、

若
者
支
援
事
業
な
ど
も
質
問
）

問　

関
東
・
東
北
豪
雨
で
甚
大
な

浸
水
被
害
を
受
け
た
Ｊ
Ａ
常
総
ひ

か
り
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
※
や
排
水
機
場
な
ど
の
土
地

改
良
施
設
の
早
期
復
旧
に
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

い
ず
れ
も
国
の
災
害
復
旧
事

業
な
ど
で
対
応
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
、
国
の
査
定
承
認

を
受
け
次
第
、
速
や
か
に
復
旧
工

事
に
着
手
す
る
。

問　

来
年
五
月
の
Ｇ
７
茨
城
・
つ

く
ば
科
学
技
術
大
臣
会
合
で
は
、

各
国
大
臣
や
関
係
者
が
多
数
来
県

す
る
。
本
県
農
林
水
産
物
の
魅
力

を
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
に
県
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　

県
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
県

産
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
提
供
を

行
う
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
に
よ
り
、
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農
作
物
被
害
に
対
す

る
救
済
お
よ
び
支
援
、
農
林
水
産

物
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
緊
急
支

援
事
業
な
ど
も
質
問
）

問　

今
回
の
豪
雨
で
被
災
し
た
常

総
市
で
は
、
ご
み
処
理
を
行
う
一

部
事
務
組
合
が
二
つ
に
分
か
れ
て

い
る
が
、
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物

の
処
理
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

一
部
事
務
組
合
が
二
つ
で
も

現
場
は
一
つ
で
あ
る
た
め
、
県
の

職
員
や
国
・
関
係
機
関
の
専
門
家

が
常
総
市
に
常
駐
し
、
現
場
で
解

決
策
を
検
討
す
る
な
ど
、
市
と

し
っ
か
り
連
携
し
な
が
ら
、
実
態

に
合
っ
た
対
応
を
し
て
い
く
。

問　

東
日
本
大
震
災
時
に
お
け
る

中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
よ

う
な
支
援
制
度
の
創
設
を
国
に
働

き
か
け
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

先
日
の
政
府
と
の
テ
レ
ビ
会

議
に
お
い
て
も
、
副
知
事
か
ら
防

災
担
当
大
臣
に
そ
の
よ
う
な
支
援

制
度
の
創
設
を
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
被
災
さ
れ
た
中
小
企
業

の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
全
力

で
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
災
害
時
応
援
協
定
の

実
態
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
役

割
な
ど
も
質
問
）

問　

国
や
県
の
公
共
事
業
費
予
算

が
削
減
さ
れ
て
い
く
中
で
、
道
路

や
河
川
の
整
備
、
維
持
管
理
な
ど

に
つ
い
て
の
現
状
は
。

答　

バ
イ
パ
ス
整
備
な
ど
多
額
の

予
算
を
要
す
る
事
業
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
維
持
管
理
に
関
し

て
は
路
面
修
繕
や
河
川
補
修
が
十

分
に
行
え
な
い
な
ど
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
効

率
的
な
執
行
に
努
め
て
い
る
が
、

今
後
、
構
造
物
の
多
く
が
耐
用
年

数
を
迎
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
さ

ら
な
る
予
算
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

問　

常
総
市
の
豪
雨
災
害
に
お
い

て
、
復
旧
作
業
な
ど
に
支
障
と
な

る
放
置
車
両
へ
の
対
応
は
。

答　

災
対
法
に
よ
る
道
路
区
間
の

指
定
※
を
行
い
、
放
置
さ
れ
た
車

両
四
十
八
台
の
う
ち
、
三
十
三
台

を
国
と
県
が
、
残
り
を
所
有
者
自

身
が
移
動
し
た
。
今
後
は
、
早
期

の
交
通
規
制
の
解
除
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
道
路
お
よ
び
河
川
の

復
旧
状
況
と
対
策
、
上
水
道
の
復

旧
な
ど
も
質
問
）

問　

障
害
者
福
祉
施
設
（
Ｂ
型
事

業
所
）
に
お
け
る
工
賃
は
、
平
成

二
十
九
年
度
に
一
万
三
千
五
百
円

を
目
指
す
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

目
標
設
定
の
考
え
方
は
。

答　

本
県
は
、
工
賃
の
低
い
事
業

所
が
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
お

り
、
こ
れ
は
ノ
ウ
ハ
ウ
や
販
路
が

な
い
こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
る
。

県
の
支
援
に
よ
る
効
果
な
ど
を
考

慮
し
、
目
標
を
決
定
し
た
。

問　

介
護
職
員
の
不
足
が
見
込
ま

れ
、
介
護
の
質
の
低
下
が
危
惧
さ

れ
る
中
で
、
認
知
症
支
援
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
る
が
、
認
知
症
高

齢
者
支
援
強
化
事
業
と
は
。

答　

か
か
り
つ
け
医
や
サ
ポ
ー
ト

医
を
は
じ
め
、
医
療
従
事
者
の
対

応
力
向
上
の
た
め
の
研
修
や
、
認

知
症
介
護
家
族
を
支
援
す
る
交
流

会
の
開
催
、
認
知
症
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
の
ほ
か
、

施
策
推
進
の
た
め
の
検
討
な
ど
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
新
中
核
病
院
基
本
構

想
、被
災
者
の
状
況
な
ど
も
質
問
）

問　

高
校
生
の
意
識
に
関
す
る
調

査
結
果
を
み
る
と
、
他
国
と
比
べ
、

親
を
尊
敬
す
る
割
合
な
ど
が
低
く

な
っ
て
い
る
。
本
県
が
道
徳
教
育

を
推
進
す
る
な
か
、
今
後
、
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。　

答　

高
校
生
向
け
の
道
徳
テ
キ
ス

ト
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
今
後

は
一
年
生
に
加
え
、
二
年
生
に
も

道
徳
の
授
業
を
導
入
し
、
思
い
や

り
の
心
を
実
践
す
る
力
を
高
め
て

い
く
。

問　

被
災
地
に
お
け
る
女
性
警
察

官
の
支
援
活
動
な
ど
、
女
性
警
察

官
の
活
動
の
場
が
広
が
る
中
、
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

答　

交
番
、
刑
事
課
へ
の
配
置
な

ど
、
今
後
も
女
性
警
察
官
の
活
動

の
場
を
拡
大
し
て
い
く
と
と
も
に
、

育
児
休
業
な
ど
の
制
度
面
の
さ
ら

な
る
充
実
や
交
番
の
ト
イ
レ
な
ど

施
設
面
の
整
備
も
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
被
災
し
た
子
供
た
ち

へ
の
支
援
、
交
番
や
パ
ト
カ
ー
へ

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
な
ど
も
質
問
）

※【カントリーエレベーター】…米などの穀物の乾燥、調製、貯蔵を行う大型施設。
※【災対法による道路区間の指定】…災害対策基本法に基づき大規模災害において、緊急車両の通行ルートを確保するための区間を指定するもの。これにより、道路管理者が車両の運転者に移動を命令し、運転

者が不在の際などには道路管理者自ら移動を行うことが可能となる。なお、国と県が移動した車両数については、その後さらに4台移動し、最終的に37台となっている。

ことば

いきいき茨城ゆめ国体のマスコット
キャラクター「いばラッキー」

仮置きされている災害廃棄物の様子

工賃向上の取り組みを推進

審議を踏まえ、委員会より土木部・
企業局に公共事業予算の増額を提言

 県立高校での道徳の授業の様子

関東・東北豪雨で浸水被害を受けた
カントリーエレベーター（常総市）

常任委員会の審査から
国
の
災
害
復
旧
事
業
な
ど
で
対
応
す
る

被
災
施
設
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
対
応
は

今
回
の
災
害
を
受
け
、
充
実
を
検
討
し
て
い
く

県
管
理
河
川
な
ど
の
維
持
管
理
予
算
に
つ
い
て
の
対
応
は

県
な
ど
と
市
が
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く

災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
向
け
た
取
り
組
み
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
な
る
予
算
の
確
保
が
必
要

予
算
が
削
減
さ
れ
る
中
、
道
路
や
河
川
の
整
備
な
ど
の
現
状
は

高
校
二
年
生
に
も
道
徳
の
授
業
を
導
入
し
て
い
く

今
後
の
道
徳
教
育
の
進
め
方
は

各
事
業
所
の
現
状
と
県
の
支
援
に
よ
る
効
果
な
ど
を
考
慮
し
て
設
定

障
害
者
福
祉
施
設
の
工
賃
向
上
の
目
標
設
定
の
考
え
方
は


